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第 1部技術報告



夏期公開講座「葉っぱで作る植物図鑑Jの実施にあたって

技術専門職員林忠一・高田 純子

はじめに

北海道大学北方生物園フィーノレド科学センター植物園（以下、本固と記す）では、 2009年

度より、植物学の基礎知識を学び植物学と植物園を正しく理解してもらうことを目的に、

夏休み中の子供を対象にした夏期公開講座を実施している 。初年度の 2009年度は、小学

校高学年と中学生を対象に本格的な押し葉標本を作る九、ろいろな葉つばを探そう 初め

てでも出来る植物採取と標本作り－ J （永谷 2012）を、 2010年度は小学生を対象に内容を

平易なものに変更した「葉っぱで作る植物図鑑Jを実施した。2010年度の参加者からの感

想は、おおむね好評であったがいくつか改良すべき反省点もあった（林・持田 2013）。 こ

れを受け 3年目となる今年度は、昨年度の内容を継続しながら見直しも加えてこの公開講

座の実施にあたった。 ここではその見直しの経緯と、評価および課題について報告する 。

昨年度の見直し

［会場設定］昨年度は当初、濯木園で葉を採取し、温室の冷温室にて貼り付けを行う計画

であったが、降雨のため、急逮冷温室にて採取と貼り付けを並行して行えるよう修正した。

しかし実際に行ってみると、観察時間も多く確保され作業効率も良かったこと、天候に左

右されず実施出来る事から、今年度は当初から冷温室のみでおこなうこととした。

［参加者による葉の採取］昨年度は参加者がハサミでケガをしないように配慮し、葉の採

取は技術職員が行った。しかし小型で先端が丸いものであれば安全上問題はないとの意見

があり、今年度は人数分の小型ハサミを購入して、参加者自ら葉を採取するようにした。

［枝葉の配置方法の見直し］昨年度は急な対応だったため、バケツが不足し 2種類の枝葉

を 1つのバケツに挿して、植物名を貼り付けていたが、 2つの植物名を混同してしまう児

童が見られた。 これを受け、今年度は植物の種類数と同数のバケツを新規に購入し、それ

ぞれに植物名を表記することとした。

［チェツクシートと付録の見直し］昨年度は葉の特徴をチ ェツクシー トの選択肢から記入

する際、 「葉っぱのかたち」と「葉っぱのふちのかたち」の部分で、迷ってしまう児童が

見受けられた。このため今年度は、選択肢上の図を減らしてより単純化した（図 1)。また、

どれにも当てはまらない場合の選択肢として、 「その他」を新たに設けた。 このほかチェ

ツクシートと付録に掲載している葉の図には、縦横に中心線を追加して上部と下部を見比

べる際のガイドとした。

［休憩時間の確保］昨年度の課題のーっとして、一連の作業は慣れてくると単調になり や

すいことがあげられている。このため途中にリフレッシュできる休憩時間を設け、用意し

た麦茶で水分を補給したりトイレタイムも兼ねることとした。

［対応職員の適時増員］昨年度は 1回あたり 4名の技術職員で対応したが、参加人数が多

い回やマンツーマン対応の必要な低学年児童が多い場合では、職員不足が課題であった。

このため今年度は、参加者の人数や年齢構成を見ながら適時 5名の技術職員で対応するこ
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ととした。

今年度の夏期公開講座

上記の見直しを含め、今年度は以下の内容で実施にあたった。

O概要

小学生を対象とし、日程は夏休み期間中の平日である 7月 28日・ 29日の 2日間とした。

時間は 1回あたり 2時間、 1日 2回（午前・午後）、計 4回行い、各回 10名、計 40名を募

集定員とした。参加費は材料費と傷害保険料込みで、 1名あたり 500円とした。

0実施内容

はじめに、解説担当の技術職員が図鑑作成の作業手順と、葉の形態や付き方などの観察

ポイントについて口頭で説明する。その後、①木本・草本合わせて 34種類の枝葉から参

加者自身が関心をもった枝葉を選び、自らハサミを使って採取する 。②ノ〈ケツに表記され

た植物名と科名を、チェックシート（図 1）に記入後、葉の形態や付き方、鋸歯について観

察し、シートの選択肢に沿って記入する。③このほか毛や赫、匂いなどそれぞれが観察し

て気付いたことも加えてシートに記録する。このシートが、最終的にオリジナル図鑑の一

部となる 。④採取した葉は、表面と裏面とがわかるようにそれぞれ台紙に貼付け、チェツ

クシートと見聞きになるようにパインダーに綴じる。この①から④までを繰り返しながら、

休憩時間を含め約 1時間 30分の聞に、多様な葉を貼ることで参加者オリジナノレの図鑑と

なるようにした。

終了前約 30分から、図鑑の保存管理についての解説を行う。貼り付けた葉に含まれる

水分によってカビなどが発生しないよう、葉を貼り付けた台紙を新聞紙で挟む手法を紹介

し、実際に挟む作業を行う。またその上から電話帳などの重しを乗せておく事で、貼り付

けた葉の縮みを抑えて、美しく壊れにくい状態で保存できることも説明することとした。

当日の様子

当日の様子について、見直した点を中心に振り返る。

［参加者による葉の採取］参加者によるハサミを使つての葉の採取については、全く問題

なく実施できた。

［枝葉の配置方法の見直し】枝葉の種類ごとにバケツを分けてそれぞれに植物名を表記し

たため、植物名を混同することはなかった。

｛チェツクシートの見直し］チェツクシートに特徴を記入する際は、昨年度より選択肢が

減った分、それほど悩むこと無く書き込むことが出来ていた（写真 1）。

［対応職員の適時増員］参加者が 10名となる回においては、技術職員 5名で対応し、特

に低学年の児童に対してはマンツーマンで対応するよう努めた。増員した技術職員を含む

サポート役が丁寧に説明したり、補助したりすることで、参加者は手順を覚え、作業はス

ピードアップしていった（写真 2）。

［会場環境と休憩時間］当日は両日ともに好天に恵まれ、冷温室内は 30度を超えた。作

業開始から 50分程度経過した時点で休憩時間とし、用意した麦茶の他、各自持参した飲

み物を積極的に摂るように促し、熱中症対策に努めた（写真 3）。しかしながら、暑さで気

分の悪くなる児童も 1名おり、風通しの良い温室ホールにて休憩させる対応を取った。こ

れを受け、クーラーを稼働したほか、講座時間外には屋外から温室屋根に向かつて散水も

行ったが、夕方は西日が直接差し込み室温は高温のまま維持された。
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［そのほか気づいた点］

枝葉の種類が多く、採取の際に迷う児童が多く見られた。また枝葉は花付きのものと、

そうでないものとがあり、花付き枝葉は児童らには人気であったがサージカルテープで貼

り付ける際、かなりの時間を要していた。約 1時間 30分の作業時間内に、早い児童で 10

種類程度、遅い児童でも 5種類程度を貼り付けていた（写真 4）。

［全体を通して］

参加者からは、 「大きな葉っぱ j 、 「ザラザラしている J、 「いいにおいJなどの声が

聞かれ、五感を使って葉を観察している姿がうかがえた。また学年に関わらず、目を凝ら

して葉の形態や鋸歯を観察する様子や、集中して作業に取り組む姿（写真 5）、自分だけの

図鑑が完成して満足気な様子がうかがえた（写真 6）。また「自由研究として学校に提出し

たしリとの声も聞かれた。

広報活動について

この公開講座を広く 、多くの人々に周知していただけるよう、以下の施設・機関の協力

のもと、広報活動を行った。

O広報活動

広報活動は 6月 28日より行った。発信先は昨年度と同様である。

ホームページ掲載（7ヶ所）：

本園、本学北方生物園フィールド科学センター、本学公開講座（全て北大関連）

EカDAY北海道（北海道環境財団運営）、えこぽろ（札幌市環境プラザ運営）

くるる北海道（民間運営・掲載無料）、 Mu-jam（民間運営・掲載無料）

A3ポスターと A5チラシの配布（7ヶ所）：

本園、本学交流プラザ、本学掲示板、本学総合博物館（全て北大関連施設）

環境サポートセンター（北海道環境財団）、

ちえりあ（札幌市生涯学習センター）、札幌エノレプラザ（札幌市環境プラザ）

広報誌への掲載（2ヶ所） ：

T-GAL（北海道環境財団発行）、えこぽろ（札幌市環境プラザ発行）

0広報活動についての結果

募集定員 40名のところ 39名の応募があり、うち 38名が参加した（欠席 1名）。 1回あ

たりの参加者は 8～10名であった。男女別の内訳は 、男 子 15名（39.5%）、女子 23名（60目 5%)

と、女子がやや多かった〕学年別の内訳は下表の通りで、マンツーマン対応が必要な低学

年児童の割合作、全体の 23.7%であった。

' 1年生 I2年生 Is年生 I4年生 Is年生 I6年生｜ 計

人数 I 4 I s I 11 I s I s I 2 I ss 
(%) I (10.5) I (13.2) I (44.7) I (13.2) I (13.2) I (5.3) 

応募状況から みた今 回の広報活動は、ほぼ定員に近い応募があった事から一 定の効果が

あったと恩われる〕
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評価と課題

。参加者アンケ｝トによる評価から

参加者を対象に行ったアンケート結果は文末の資料 1の通りである。この結果から、葉

の特徴を調べる事や、葉の貼り付け作業では、やや難しさを感じながらも、参加者は葉の

多様性と形態について知識を深め、興味を持つ事が出来たことがうかがえる。

0スタッフによる評価と課題

．見直して改善された点

今年度の見直しにより新規に購入したハサミやバケツは、参加者が自ら葉を選び採取す

る喜びに繋がったようで、非常に有効であった。今後も活用していきたい。また作業中盤

に休憩時聞を設けてリフレッシュすることで、集中力の持続に効果があったように思える。

今年度は 1回あたりの参加者が 10名となる回が多く、また各国に 2名程度の低学年児童

の参加があった。このため技術職員の体制は、低学年児童のサポート役として 2名、解説

および中・高学年児童のサポート役として 3名とし、その増員と配置は適切であった。

・見直したがさらに改善が必要な点

会場内の暑さが原因で、 1名の児童が体調を崩してしまった。昨年度は両日ともに雨で

暑さは気にならなかったが、今年度は晴れて気温が高く室内も高温のまま持続していた。

休憩時間を確保し水分補給を促したが、さらに日除けするなどの対策が必要である。

－そのほか見えてきた課題

作業手順に関して、一連の流れについては問題が無いものの、 1種類目の取りかかりに

時間 を要して いた。このことから解説職員による口頭の説明だけで なく、参加者が作業中

に手順を確認できるよう、例えばホワイトボードに書き出してみるなどの工夫が必要であ

る。また、葉の多様性を理解させる目的で 34種類の枝葉を用意したが、数が多く迷う児

童も多く見られた。実際に貼り付けた数は多い児童でも 10種類程度である事から、準備

する枝葉は 20種類程度が適当であると思われる。このほか花付き枝葉は、貼り付け作業

にかなりの時間を要するうえ、 「葉っぱで作 る植物図鑑J と銘打っている講座である事か

らも、適 当では無いと恩われる 。

当日の参加者の反応やアンケートの結果から、参加者は本講座を通して、葉の形態とそ

の多様性について興味と知識を深めてもらえたようである。上述の反省を踏まえて、翌年

以降の取り組みに生かし、よりよい公開講座の実施に努めたい。

参考文献

・永谷工 2012 公開講座「いろいろな葉つばを探そう！ 一初めてでも出来る植物採取

と標本作り 一」開催 北大植物園 技術報告・年次報告第 9号 2009年度； 32・36

－林忠一 ・持田大 2013 夏期公開講座「葉っぱで作る植物図鑑Jを実施して

北大植物園 技術報告・年次報告第 10号 2010年度； 2・8
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資料 1. 参加者を対象に行ったアンケート結果

少しおもしろ

かっfニ
8% 

今日の内容は・・・

少しおもしろくなかった

3% 

植物の特徴を調べるのは・．．

講座時間の長さは・・．

14% 

少し長かった

19% 

とても短かった

24% 

植物を貼るのは・・・

とても難しかったとても難しかった

11% とても易しかった 8% 
とても易しかった

24% 

少し難しかった

41% 

また参加したいですか

どちらでもない

5% 

0感想（抜粋）

はい

95% 

24% 

少し易しかった

0% 
少し難しかった

ヨ3% 少し易しかった

8% 

・しょくぶつのずかんのページがたくさんできて 、うれしかったし、たのしかったです 0

．とてもおもしろかったです。いちばんおもしろかったのは、はつばをえらぶところです。

でも 、ぜんぶおもしろかったです。

・葉（植物）についてのっくりなどいろいろわかった。また 、公園などでもかんさつしてみ

たいと思った。

・いろいろ葉っぱについて知る事ができたし、けっこう調べたりできたのですごく楽しか

ったです。

ふつうなら長いと思う 2時間を、とても短いと感じることができてよかったです。
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図 l. チェツクシートの見直し：葉っぱのかたち、葉っぱのふちのかたちの部分で、選

択肢上の図を減らして単純化したほか、 「その他Jの項目 を新たに設けた。また葉の図

に中心線を追加して、上下を見比べる際のガイドとした。
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写真 l. 観察しながら特徴を記入 写真 2. サポート役の技術職員による補足説明

写真 3.休憩時間に水分補給 写真 4. サージカルテーフ。で、台紙に貼り付け

F・~

写真 5.集中して作業に取り組む参加者 オリジナノレの図鑑が完成
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日本植物園協会第 46回大会に参加して

技術専門職員 永谷工

はじめに

2011年 5月 25日から 27日にかけて名古屋市の電気文化会館において日本植物園協会

第 46回大会・総会がおこなわれ、その大会で坂寄奨励賞を受賞する栄に浴した。大会に

は日本各地の植物園相当施設から 100名を超える参加者があり、大会、総会の他に研究発

表会も開催され、各国の活動実態や研究成果を学ぶことが出来た。また 、愛知県内にある

2施設を見学した。 これらの内容や得られた知見をここに報告する 。

施設見学

まず大会初 日の 5月 25日および 3日目 の 27日に行われた施設見学について報告する。

25日は総会の後、 「名 古屋港ワイルドフラワ ー ガーデン ブルーボネット （写真 l)J へ移

動し、見学および懇親会がおこなわれた。この施設は 中部電力が新名 古屋火力発電所の敷

地の一部 を整備して造った有料の観光庭園である。名古屋の中 心部 からパスで約 30分 の

ところにあり、地下鉄と水上パスを乗り継いで訪れることもできる 。2002年にオー プン し、

今年で 9年目 である。 2.2haの敷地内 に 20もの分科園を設け、来園者を飽きさせない庭園

になっている。 圏内 に小川 も造成してあるが、これは隣接する火力発電所の温排水 を利用

しているため、冬季でも圏内の気温を保つ効果があるという 。 圏内には展示施設「花の文

化館Jやレストランやカフェなどもあり、圏 内での結婚式や記念撮影も可能である。庭園

からほんの数メートル先は海（名古屋港を臨む、伊勢湾の最奥部）であり、台風被害や塩害

が懸念されたが、その対策について詳細な説明がもらえなかったのは残念であった。ただ

し圏内植栽の中心を占めるのは庭園の名称にもなっている「ワイノレドフラワー j であり、

この園では園芸用野生種および「野生風の趣をも った 園芸品種」と位置付けている 。特徴

としては頑健で育成に手聞がかか らないことだという。台風や塩害にも強い植物を選んで

い ると い うのが 一つの答えかも しれない。なお「花の文化館」では「木の葉の拓本展 j が

開催 されていた。これは魚拓ならぬ葉っぱの拓本で、 拓本を使用した 図鑑から約 200点 を

選び、原画を展示してあった。 出展したのは名古屋市緑化センターの職員でこの図鑑の著

者である。拓本は通常の植物画や写真より表面の毛など質感がよくわかるのが興味深か っ

た。

5月 27日には「トヨタの森（写真 2）」を見学した。 これはトヨタ自動車が環境社会貢献

活動の一環として愛知県豊田市郊外の里山を整備したもの で 1997年 にオープンした。 「ト

ヨタの森 j は森林整備、自然環境調査、自然教育の 3つを活動の中心に据えており、森林

整備としては地域住人と一体となった「里 山」の再生を目指している。環境調査は「里山 」

の復元と 地域生態系の保全や大気環境の改善に結びつけることが出来ないかという視点か

らデー タ収集をおこなっている。具体的には植生調査、リター トラップ、水質と水量の測

定などであ る。教育についてはインタ ー プリタ ーと呼ばれ る案 内人が案内し、自然観察を

行うほかに、里山文化の伝承 という目 的で、薪割 りや炭焼きなどの体験イベン トも開催さ
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れている。また、小中学生への教育には特に力を入れ、現在総合学習などで年間およそ 5000

名の小学生が訪れるという。

当日はインタープリターの案内で見学をおこなった。 15haの敷地内の主植生はコナラと

アベマキの混合林であり、土壌は赤土でJ、くつかの谷と池があって水環境も豊かである 。

希少な生物も自生しており、今回の見学でもシュレーゲルアオガエノレの卵や、巣穴の入り

口に観音開きの扉を作るカネコ トタテグモは観察することが 出来た。 日本最小 といわれる

ハッチョウトンボも自生しているとのことであったが 、これを目にすることの出来た幸運

な参加者 は少なかった。

研究報告会

次に報告するのは 5月 26 日に行われた研究報告会についてである。研究報告会では口

頭発表 8題、ポスター発表 10題の計 18題が発表された。し、ずれも興味深い内容だったが、

その 中からいくつか選び、紹介する 。

鹿児島県のフラワーパークかごしまの発表はショクダイオオコンニャクの開花報告であ

った。このショクダイオオコ ンニャクは東大の小石川植物 園から分株されたもので、 開花

例とし ては 日本では 7例固と なると い う。興味深かったのは開花時の花の温度を連続的に

記録していた点である。本種を含めたサトイモ科の花が発熱することはよく知られている。

早春に咲くザゼンソウの事例は有名である 。 フラワーパークかごしまでは花 の付属体 の温

度をモニターし、開花と発熱との関係を示した。発熱は最高 40°Cにまで達し、開花翌日に

は下がるという結果から、ポリネーターを死滅させないためではないかという推測を述べ

ており、非常に興味深かった。また今回の開花は、ショクダイオオコンニャクの栽培にお

いて従来定説であった「4～7年に一度開花する j 「開花 は午後や夕方に始まる」という条

件が当 てはまらなかったことを示し、本種の生態は未知 の部分がまだまだ大きいことを 印

象付けた。

富山県中央植物園からは富山でのサトウキビ露地栽培の試みが発表された。生育期間は

6月から 11月 と短いものの、粗糖が採集できるまで生育が可能であるという 。ただしこれ

は熱帯・亜熱帯における生産量と比較すると微々たるもので商業目的には使用できない。

しかし展示物・観賞用としての面白さと教材としての利用価値はあるとのことで、今後の

活用 が注 目される。

さらに今回の特別企画として、協会に所属する日本各地の植物園のチラシを一堂に会し

た「チラシ・コンテスト j が開催された（写真 3）。この企画には 40園から 60種のチラシ

が集まった。その多くは特別展、企画展などの宣伝のためのもので、このように多くの植

物園のチラシを比較しながら見る機会は今までなかったため、興味深い企画であったと言

える。 1枚 のチラシに盛り込める情報は限られたものであるため、スペースを如何に効果

的に使用 するかが工夫の 見せ所 である。 印象 的なチラシはインパク トの ある映像（写真な

ど）を選び、説明文も短い文章で企画展の内容と魅力を伝えることに成功していた。デザイ

ンとコ ピーライティングの才能が必要だと感じさ せ られた。ただしょくできたチラシはそ

れだけではなく、必要な情報（植物園名、場所、開催期間、開園時間、アクセス等）が過不

足なく、 かつ分かりやすく 記載 されて いる必要があり 、細 かい気配りが大切 だとも気が付

かされた。

最後に、今大会は 3月 11日に起きた東日本大震災の 2か月半後であり、東北地方の各

nu 



固から深刻な被害の報告が寄せられていた。また、首都圏では計画停電の影響を懸念する

園もあり、震災の被害の大きさ、影響の大きさを思い知った。被災地においては一日も早

い復旧と今後の発展を願うものである 。

これら東北各国の被害報告詳細については日本植物園協会第 46号に掲載されているの

で是非ご覧になっていただきたい。 また研究発表についても同号を参照されたい。

今回の大会において、対応していただいた植物園協会、ブノレーボネットおよびトヨタの

森のスタッフの方々、また、坂寄奨励賞に推薦していただいた本国教員、職員の皆様に心

より感謝したい。

写真 1. 名古屋港ワイルドフラワー

ガーデン ブノレーボネット

写真 3.チラシ・コンテスト

写真 2. トヨタの森
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日本植物園協会植物研究会に参加して

一ーペ」、林技術専門職員

はじめに

2011年 6月 14・15日、筆者は本学の教育研究支援本部による「技術職員の全国的研修

等参加 への支援 」制度 を利用し て、鳥取県のとっとり花田廊で行われた 2011年度日本植

物園協会第 1回植物研究会に参加する機会を得たのでここに報告する 。

植物研究会

日程及 び概要は下記のとおりである。

氏

1日目： 6月 14日（ゾく）
13 : 30～ 16 : 30 講演会

テーマ 1 「自生ササユリ群落形成の環境保全J
講師：とっとり花回廊園芸部樹木管理課園芸スタッフ 野口 幹也

テーマ 2 「花回廊と花壇苗生産者と連携、花井園芸振興について」
講師：と っとり花 回廊園芸部技術顧問 膏藤 哲 氏

17 : 20～20 : 00 交流会
2日目： 6月 15日（水）

9: 0 0～ 12 : 00 視察会
① とっとり花回廊 ササユリ自生地散策
② 園芸部パックヤード見学（主に開花調節を利用したユリの通年栽培）

とっとり花回廊 は 県 立 施 設 で 、その管理運営は一般財 団法人鳥取県観光事業 団 が行って

いる。県西 部 米 子 市 の 南 東 に あ り、米子駅から 15km離れた越敷野台地に約 50haもの面

積を有する 。敷地は谷間にあり起伏が大きい。そ の 地 形 を 生 か し 、 フ ラ ワ ー ド ームを中心

に、四方に伸びる連絡通路を結ぶ周囲 1kmの水平な屋根付き展望回廊がある 。回廊は、場

所により最大 50mの地上高があり、また、山の中を貫通させたトンネル部分など、見る者

を飽きさせない。 回 廊 と 連 絡 通 路の交点に はそれぞれ東 ・西・南・北館があ る。

－重喜翠．

で「ユリの館 j

とっとり花回廊圏内 マ ッ プ

東館にあたる

図 1.

とっとり花回廊ではユリの栽培・展示に力を入れており、
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は開花調節したユリが 1年中見られる。北館裏手の「原種ユリの小径」では日本原産の 15

種を含む原種 30種植栽されている。元々敷地周辺はササユリの自生地であったが、環境

の変化と乱獲により減少しているため、そのササユリの増殖には特に力を入れているよう

だった。この他国内各所にユリ花壇が造成され、スカシユリやテッポウユリなどが植栽さ

れていた。

1日目の講演会は北館「 くつろぎの館J内の映像 シアターにおいて上述の 2つのテーマ

で行われた。テーマ 1ではユリの圏内自生種を中心とした基本的な解説や繁殖方法、病害

虫対策のほか、原種ユリの小径での植栽、閉じく圏内に自生するササユリの現状や保全に

ついての説明があった。またガイドツアーや原種ユリ展など教育活動や展示方法について

の紹介もあった。イノシシによる球根の食害など北海道大学北方生物園フィーノレド科学セ

ンター植物園（以下本園）では思いもよらぬ獣害の報告もあり、改めて園ごとの悩みの違い

を感じた。なお、指定管理者制度のもと研究を目的とした植物園ではないため、管理上の

データの収集はあまり出来ていないとのことであった。今後の目標は、毎年フラワードー

ム内の展示室で行われる「原種ユリ展Jにおいて、本来開花期に差のある 15種のユリを

開花調節し て同時開花させて展示すること、自生ササユリの増殖および自生地の拡大 、「原

種ユリの小径」の充実を図るとのことであった。

テーマ 2は、地域の花井園芸振興から、 lhaもの大規模花壇「花の丘Jを中心に、圏内

で使用する花壇百の生産を近隣農家の育成を兼ねて委託栽培していることについての紹介

であった。複数農家を委託対象としているため、栽培技術の差が生産品に現れることもあ

り、生育ステージの斉一性の面で時として満足出来ない場合もあるとのことだった。今後

も農家への指導にあたりながら栽培技術の向上を目指し連携していくとのことであった。

講演会の後、正門となる西館脇の「レストラン花かいろう」で交流会が行われた。参加

者それぞれの園の問題点や、植物の栽培方法や展示法など意見交換に大いに盛り上がった。

交流会とは関係ないが、会場となったレストランについての園長の話によれば、入園者サ

ービスの一環として数年前にメニューを一新し、味にこだわり、地元の食材をふんだんに

使っているとのことで、ショップにも地元の食品や酒が数多く置かれていた。県の関連施

設でもあり、入園者サービスに対する考え方はそのまま本園に当てはまるわけではないが、

近年では大学植物園といえども入園者収入が予算に影響する傾向を考えれば、入園者増加

対策の一環として植物園本来の機能の充実以外にも、こうした積極的な取り組みが行える

ことに個人的には感心させられた。

2 日目の視察会では、ササユリの自生地の観察と園芸部のパックヤードを見学した。自

生地では獣害のあとも見られたが良く管理されており、自生地以外の「植栽区画でも自然

に繁殖した株も見られるなどJ今後のササユリの充実が大いに期待できるものだった。パ

ックヤードでは、冷蔵庫を利用した開花調節の様子や無菌播種などのバイオテクノロジー

を利用した増殖の様子も紹介された。栽培温室ではユリの保存・増殖ス ペースを中心に見

て回った。あっという聞に 3時間が過ぎて解散となったため、残念ながら用意された日程

では 50haもの広い敷地の大半を見ることが出来なかった。

植物研究会以外の視察について

今回札幌か らの交通事情から余裕を持って前泊と後泊を取ることにしたため 十分な自由

時間が取れた。前泊で入った 1日目は、日本庭園で有名な足立美術館に立ち寄り、ツツ ジ
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の玉刈りの職人技を見ることが出来た。ま た、建物近くのマツには土壌改良材に木炭を使

用してい る様子が窺えた。 2日目の研究会当日も 13時集合であったが 9時の開園から訪

問したおかげで、 日程上では十分見 ることの 出来なかっ た公開部分の施設も十分観る事が

出来た。また 3日目の解散後も夕方までユリ以外の栽培施設を見学するとともに、圏内で

の各種作業に立ち会いスタッフから話を伺うことも出来た。最終日も飛行機の時間まで、

松江イングリッシュガーデン、松江フォーゲルパークを廻ることが出来、特に松江フォー

ゲルパークの多彩な大型の吊り鉢類とベゴニア類は目を見張るものがあった。 当たり前な

がら、同じ植物でも仕立て方や鉢植えと地植えの違いでその姿や雰囲気は大きく異なるの

で、他国での実例を見ることは大いに参考になった。

おわりに

今回の植物研究会や同じく植物園協会主催の技術者講習会は、他国の様子を見ることが

出来る またとない機会であり 、ま た他国の職員との交流も情報交換に大いに役立つもので

あると感じている 。北海道内には植物園や類似施設の数が少 なく、特に鑑賞温室は近年減

少傾向にあるため、このような交流の機会は本当に有り難く、良い経験をさせていただい

た。今回の知見を少しでも職場にフィードパックできればと思う 。

今回このような機会を与えて頂いた教育研究支援本部に感謝するとともに、出張中の期

間業務 をサポー トして頂いた本園の技術職員に心からの御礼を申し上げる 。

写真 l. 「花の谷j から見上げる展望回廊 写真 2. 「原種ユリの小径 j

写真 3.開花調節のための冷蔵庫前での説明 写真 4. ユリの育成温室
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植物園の年間概要

植物園は大学の教育・研究の場であると同時に、社会教育の場として一般に公開されて

いる。 2011年度は北ローン・温室・管理棟の各トイレが改修され、同時にホームページを

一新し、入園者をはじめ市民へのサービス向上に努めた。 また、 7月 3日には宮部金吾記

念館において「国公立大学附属植物園長・施設長会議・社団法人日本植物園協会第一部会

拡大会議」が行われ、震災に対する各国の対応等が話し合われた 。

研究

植物部門ではエンレイソウ実験園の整備のため、育成株の確認を行った。今後も必要

な株を選定して整備を継続していく予定である 。絶滅危倶種関連ではレブンアツモリソ

ウの育成実験を継続して行った。分類の研究では、知床地域の固有種であるシレトコス

ミレの分類学的位置を明らかにするため、世界の主なスミレと共に DNAによる系統解

析を行った。その結果シレトコスミレを独立の節とする分類を支持する系統樹が得られ、

第 11回日本植物分類学会大会で発表した。生態の研究では、環境省の環境研究・技術

開発推進費による「サロベツ湿原と稚咲内湖沼群をモデノレにした湿原・湖沼生態系総合

監視システムの構築」に関する研究の最終年度となり、教員、研究員、学生がサロベツ

湿原・稚咲内砂丘林間湖沼群で調査を実施しデータ収集・解析を行った。また、アドバ

イザリーボード会議、環境省での成果ヒアリングなども行い、最終報告書をまとめると

ともに、第 59回日本生態学会大会にて自由集会も開催した。 三井物産環境基金による

「生態系管理のためのエゾシカによる自然植生への影響把握と評価手法の確立Jも最終

年度となり、教員と学生による釧路湿原、サロベツ湿原の調査研究とともに、学会での

成果発表、研究成果報告書のまとめ、論文の投稿等を行った。この課題のアウトカムと

して、北海道、北海道森林管理局などの行政機関の政策等へ貢献を果たした。独立行政

法人農業・食品産業技術総合研究機構からの委託事業として、美唄湿原の高層湿原群落

の埋土種子組成の解明、郵｜｜ 路湿原の埋土種子に関する実験を継続した。さらに本年度か

ら環境省の環境研究総合推進費、戦略研究プロジェクト S-9 「アジア規模での生物多様

性観測・評価・予測に関する総合的研究Jの領域テーマ「陸水生態系における生物多様

性損失の定量的評価に関する研究J内のサブテーマを受け持ち、北海道をモデノレ地域と

した湿地の生物多様性損失と生態系劣化の評価を行うためのデータベースの構築など

の研究を開始した。また、北海道の海岸草原の植生と立地に関する研究、ミズバショウ

の生態解明に関する調査を 4月から 10月まで実施した。

博物部門では、植物園所蔵古写真の整理・検討を通じて、博物部門所蔵のヒグマ頭骨

標本の収集年代や各個体の齢に関する情報が得られた。また、同一個体の頭骨標本であ

るにも関わらず、分散して保管されていた標本の統合など、標本価値向上の結果が得ら

れた。博物部門所蔵鳥類標本の管理史の解明を通じて、所蔵標本の情報を付加する研究

についても継続して行ったが、 2011 年度からは所蔵ブラキストン標本に関する情報収

集のため、海外博物館の資料調査を開始した。
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教育

植物生態・体系学研究室の所属となった農学部の 3 年生 3名、修士 1年 2名、修士

2年 1名、 10月からは韓国からの留学生 1名の研究、論文作成の指導を行った。農学部

学生対象の実験としては、生物資源科学実験、生物資源科学特別実験、一般教育演習の

3つの学生実習を圏内で行い、さ らに農学部においても生物資源科学実験を行い、植物

生態・体系学、生物体系学特論の講義を行った。 このほか学内および他の大学や研究機

関からの実習や研究利用の受け入れ、学芸員資格取得のための博物館実習生の受け入れ

を行った。

資料関連

昨年完成した新収蔵庫の整備のため、植物標本を含めた博物資料の整理を引き続き行

った。 また、 9月には貴重な資料をカビや虫から守るため、収蔵庫内の植物標本室及び

考古・岩石標本室の；属蒸を行った。

植物部門では 2011年 3月に起きた東日本大震災で津波の被害にあ った陸前高田市立

博物館の植物標本レスキューを、他の機関と分担して請け負った。これにより本園では

200点の貴重な標本が復元された。また、開花個体数が激減している様似町アポイ岳の

ヒダカソウの株と種子を生息域外保全のため受け入れた。その他、コモチレンゲを泊村

で、ナンブイヌナズナ、エゾヒメクワガ 夕、エゾミヤマクワガタの種子を夕張岳で採取

するなど、計 68種の植物を導入した。 また資料管理の強化と研究者への発信のため、

植物さく葉標本のデータ ベース登録を継続して行った。

博物部門においては、 2009年度より継続して整理・調査を行っていた所蔵古写真の

デジタル化、被写体調査等の結果を報告書として取りまとめた。 北海道大学や植物園、

北海道内各 地の記録や植物園・博物館で行われていた研究活動を示す写真が目録として

整理されたことで、今後の利活用が期待される 。また、例年通り北海道内の博物館関連

施設からの小動物の遺体を受け入れ、順次標本化して研究利用に供しているが、 2011 年

度は東京大学北海道演習林において行われた調査の結果収集された小型哨乳類の遺体

を数多く受け入れた。

社会教育

4月 29日より通常の開園を行 って一般に開放し、 5月 4日のみ どりの日には無料開園

を行った。7月 28日と 29日には小学生を対象にした公開講座「葉っぱで作る植物図鑑j

を行い，両日で合わせて 38名が参加した。また、 「冬の植物園ウォッチング・ツアー」

を 3月 3日と 4日に行い、合計で 13組 30名の小学生と その家族が参加した。特に「冬

の植物園ウォッチング・ツアー」は悪天候の中、プログラムの順番を入れ替えた回もあ

った が、どちらの講座も 参加者の感想、は概ね好評であ った。
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活動言E録

1. 「葉っぱで作る植物図鑑J

昨年度に引き続き、 3度目とな る夏期公開講座を行った。さく葉標本作成と図鑑作りを

一体化した プログラム としては 2回目となる。参加者はさまざまな形の葉を採取し、特徴

を観察・記録した。そ の葉を押し葉標本として台紙に貼り、リングファイルに綴って図鑑

とした。 回の半分が定員に達するなど、昨年度より参加者は増加した。

日時
7月 28日 7月 29日

全日程
午前 午後 午前 午後

申込件数 6 9 8 10 33 

参加者数
男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計

2 I 6 I s 5 I 5 I 9 3 I 7 I 10 5 I 5 I 10 15123137 

ヌ』L品呈衣 ｜天候 晴 晴 晴 晴 対応職員数

｜気温 30.8℃ 28. 7℃ 各回 4,5名

2. 「冬の植物園ウォッチング・ツアー j

例年通り「冬の植物園ウォッチング・ツアー j を行った。参加者はマツの仲間 を中 心に

冬季間の植物を観察しながら、普段は入ることのできない冬の植物園を散策した。散策後

には観察したマツボックリなどを使った工作を行った。

日時
3月 3日 3月 4日

全日程
午前 午後 午前 午後

申込件数 2 6 1 4 13 
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 言十 男 女 計

参加者数 小学生 2 1 3 7 1 8 。2 2 。5 5 9 9 18 

保護者 。2 2 4 2 6 1 1 2 。2 2 5 7 12 

気象
天候 雪 吹雪 ヨ三壬ヨ 晴 対応職員数

気温 -3.8°C -2.5°C -2.5。C -2.0°C 各回 4名

白色



フィールド利用実績

調査研究目的によるフィールド利用は以下の 24件である

月日 調査内容 利用機関

4.1～11.30 都市公園・緑地における両性類群集 本学大学院農学院森林科学科森林

(10回） 生態系管理学研究室

5.18,6. 7 植物の元素組成分析の系統学的研究 本学大学院農学研究院生物資源生

産学部門

4.1～12.31 アオウキクサとその根圏細菌に関する研究 本学大学院環境科学院環境起学専

(7回） 攻

5.1～10.31 スイカズラ科およびパラ科小果樹の形質調査および 本学北方生物園フィーノレド科学セ

(4回） 種間雑種の育成 ンタ一生物生産研究農場

5.6～3.16 主に苗圃を中心とする圏内に分布する動植物の調査 札幌市立札幌大通高等学校

(22回）

5.10～11.28 スズメパチ類の寄生虫に関する調査 森林総合研究所北海道支所

(31回）

5.6～11.30 現生植物の花粉形態観察 個人

(5回）

5.12～11.30 ショウジョウパエの調査 本学大学院環境科学院生物園科学

(3回） 専攻生態遺伝学コース

5.23～11.3 アブラムシ類の昆虫の多様性と進化に関する研究 本学大学院農学研究院生物生態体

(5回） 系学講座昆虫体系学教室

5.23 先住民ヘリテージツーリ ズム実証実験 本学観光学高等研究センター

5.24～9.10 一回繁殖型多年生植物オオウパユリにおける集団分 本学大学院環境科学院生物圏科学

(4回） 化と地理的変異に関する研究 専攻生態遺伝学コース

5.1～8.30 花粉の形態調査 本学総合博物館

(11回）

6.30 キリンソウにおよぼす照明の影響 酪農学園大学資源植物学

7.12～10.31 オオウパユリの繁殖形態の調査 本学大学院地球環境科学研究院環

(8回） 境生物科学部門生態保全学分野

8.9 無脊椎動物の多様性の調査 本学大学院理学院自然史科学専攻

多様性生物学講座 I

8.25 平成23年度次世代地球観測衛星利用基盤技術の研究 財団法人資源・環境観測解析セン

開発スベク トノレデータベースに蓄積するデータの実 ター利用技術部開発課

利用化の研究開発

9.7 植物病原菌類の探索 玉川｜大学農学部

9.20,21 複数の色素サイクノレによる樹木の環境適応について 長岡工業高等専門学校物質工学科

代謝科学研究室

Q
d
 



9.30～11.15 コウモリの生態調査 株式会社野生生物総合研究所

(10回）

10.4～11.3 地点聞の相対的位置関係を把握する能力と空間統合 本学大学院文学研究科人間システ

(19回） 能力との関係 ム科学専攻心理システム科学講座

10.18 発芽試験、共生菌調査 本学大学院農学研究院生物資源生

産学部門作物生産生物学分野作物

生理学教室

10.28 ツラスネラ属菌の分布調査 本学北方生物圏フィーノレド科学セ

ンター植物園

11.11,20 レブンアツモリソウ共生菌の分布調査 本学大学院農学研究院生物資源生

産学部門作物生産生物学分野作物

生理学教室

3.9 シャジクモの胞子嚢形態に関する研究 個人

資料利用実績

生体資料提供実績

調査研究目的による生体資料提供は以下の 5件である

月日 提供資料 研究内容 利用機関

5.24 ドイツトウヒ（盤果） 針葉樹盤果に着生する菌類の分類・生態 個人

に関する調査

5.31 ウコンウツギ（花弁） タニウツギ属の花色変化における色素 首都大学東京大学院理工学研

分析と分子系統解析 究科生命科学専攻植物系統分

類学教室

8.19 チョウセンゴミシ他 「実生図鑑」 刊行のための資料 国立科学博物館

17種（成葉）

10.2 ライラック（接ぎ木 川下公園ライラックの森に植栽し市民 財団法人札幌市公園緑化協会

用穂木） 鑑賞に供する

10.2 オキナワウラボシそ 中学校理科授業の教材 札幌市立山鼻中学校

の他（葉）

写真資料提供実績

出版・報道等の目的による写真資津村是供は以下の27件である

月日 利用資料 利用機関

4.5 動物資料2点（講談社「動物図鑑」に掲載） 株式会社エス・プロジェクト

4.8 宮部金吾関連資料2点（企画展示「台湾に渡った北大卒業生 II. 本学大学文書館

生産・技術と植物学・農学」に使用）

4.12 宮部金吾関連資料 1点（北海道新聞野生生物基金機関誌「モーリーj 北海道環境財団

内生物学者小伝「舘脇操」に掲載）
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5.20 宮部金吾関連資料3点（企画展示「台湾に渡った北大卒業生 III. 

産業化と農芸化学、そして台北帝国大学Jに使用）

5.25 ブラキストン関連資料（「ブラキストン「標本」史」に掲載）

6.1 動物資料2点（テレビ東京「ベット特番（仮）」にて使用）

6.11 民族資料 1点（「北海道文化財保護のあゆみ」にて使用）

6.17 動物資料 1点（岩手めんこいテレビ「悠久の浄土へ世界遺産平

泉」（番組およびDVD）にて使用）

6.29 動物資料2点（読売テレビ「大阪ほんわかテレビ」にて使用）

7.19 動物資料他 3点（北海道テレビ「イチオシ！ヒロメガネJにて使用）

7.26 動物資料 1点（JR東日本新幹線車内誌「トランヴェーノレ」 9月号お

よびホームページに掲載）

7.8 宮部金吾関連資料1点（「リテラポプリJ45号にて挿画として使用）

8.8 歴史資料 1点（北海道放送「ニュース 1」にて使用）

8.12 動物資料1点（「ここにこんなものが！？」（クオリティ 10月号）

に掲載）

8.13 民族資料20点（企画展「渡島半島のアイヌ民族資料 E椎久家旧蔵資料

展ー」にて展示）

8.26 動物資料2点（学習塾「日能研J教材「科学者講座」に掲載）

9.27 宮部金吾関連資料 1点（北海道放送「中村美彦の無頼放談」にて使

用）

10.1 歴史資料 1点（企画展「マンロー先生と二風谷」にて展示）

10.12 動物資料 1点（NHKBSプレミアム「平泉 よみがえる黄金都市」

にて使用）

11.10 宮部金吾関連資料全般（ 「新渡戸稲造ものがたり Jに掲載）

11.18 動物資料 1点（中学校用国語副教材「国語の学習」（平成 24年度版）

に掲載）

12.8 民族資料 1点（「札幌歴史散歩」に掲載）

1.16 歴史資料 1点（企画展「クラーク博士と札幌の植物」の展示・図録

に使用）

2.29 宮部金吾関連資料2点（ 「北海道大学文書館年報J第 7号にて使用）

3.9 圏内風景、博物館、チングルマとエゾノツガザクラ各 1点（ノジュ

ール4月号「植物園」特集に掲載）

3.9 動物資料他 5点（テレビ北海道「愛する北海天地J制作のため）

3.9 動物資料3点（「リス・ネズミ ハンドブック」制作：のため）

盆栽貸出実績

学内行事による盆栽貸出は以下の 2件である

月ヨ j貸出先

6.7 i本学総務部人事課

3.30 ｜本学総務部人事課

名誉教授称号授与式

永年勤続表彰式

-21 -

本学大学文書館

本学北方生物園フィールド科

学センター植物園

株式会社ジッピーフ。ロダクシ

ョン

北海道文化財保護協会

株式会社岩手めんこいテレビ

株式会社オフィスりぷる

北海道テレビ放送株式会社

株式会社レマン

本学大学文書館

北海道放送株式会社

個人

函館市北方民族資料館

株式会社エヌ・ティ・エス

株式会社HBCフレックス

平取町教育委員会

同トップシーン

（槻銀の鈴社

明治図書出版株式会社

有限会社ウオーノレデン

本学総合博物館

本学大学文書館

JTBパブリッシンク、、

札幌映像フ。ロダクション

（有）アジア・ネイチャー・ビ

ジョン

貸出樹種

ゴヨウマツ

ゴヨウマツ



標本利用実績

さく葉標本庫利用実績

調査研究目的によるさく葉標本庫利用は以下の 12件である

月日 利用資料 利用機関

7.6 Hamamelis, Lyschyton（閲覧） 個人

7.6 Hamamelis, Lyschyton（閲覧） 個人

7.7 さく葉標本概要（閲覧） （鮒日本ヴォーグ社

7.10 印加・un1, 陥llisnen・a（閲覧） 人間環境大学

7.10 Salicaceae(閲覧） 横浜市南浜野生植物調査室

10.7 アブラナ科（閲覧） 東京大学大学院総合文化研究科

10.30 福島県産標本（閲覧） 福島大学共生システム理工学類

2.19 福島県産標本（閲覧） 福島大学共生システム理工学類

2.29 さく葉標本概要（閲覧） University of Massachusetts 

2.29 さく葉標本概要（閲覧） Harvard University Herbaria 

3.26 知床産標本（閲覧） 知床博物館

3.26 知床産標本（閲覧） クワコシステムデザイン

博物資料利用実績

調査研究目的による博物館収蔵資料利用は以下の 38件である

月日 利用資料 利用機関

4.11 動物資料概要（卒業研究の学生指導） 本学大学院地球環境科学研究

院環境生物科学部門

4.14 動物資料 19点（小型哨乳類胎児の研究） 京都大学総合博物館

4.144.15 動物資料 58点（醤歯類の形態的多様性と進化に関する研究） 京都大学総合博物館

4.14 4.15 動物資料85点（東南アジア産ネズミ類の分類学的研究） 京都大学総合博物館

4.15 動物標本28点（ヒミズの形態学的研究） 京都大学総合博物館

4.15 動物資料9点（ヒミズの形態学的研究） 本学大学院地球環境科学研究

院環境生物科学部門

5.16 動物資料 16点（鰭脚類の歯に関する研究） Department of Paleozoology 

Museum Polish Academy 

5.16 動物資料 58点（タヌキの形態学的研究） 京都大学大学院理学研究科生

物科学専攻動物学教室

5.19 動物資料 42点（Mart.θs属における歯の形態学的研究） Department of Paleozoology 

Museum Polish Academy 

5.19～5.23 動物資料 358点（晴乳類の体毛および頭骨の調査） 京都大学大学院理学研究科生

(3回） 物科学専攻動物学教室

5.27 動物資料 5点（カワウソの分類学的位置づけに関する調査） 宮内庁
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5.31～3.16 動物資料23点（噛乳類の体毛の形態学的研究） 個人

(5回）

8.12 動物本剥製全般（企画展の事前調査） 市立小樽文学館

8.19 パチエラー記念館内観（「アイヌの父、ジョンパチエラー」 北海道マサチューセッツ協会

の研究）

8.19 動物資料 36点（遺跡出土動物違存体同定のための調査） 岡山理科大学生物地球学科

8.24 展示・収蔵資料全般（サハリン先住民の関連資料調査） サハリン州郷土博物館

9.9 歴史資料48点（キノコ模型の歴史に関する調査） 大阪市立自然史博物館

9.12～9.15 動物資料 158点（カラス類の地理的変異に関する研究） 東京動物園協会・多摩動物公

(4回） 園

9.13 動物資料 1点（コウモリの分布調査） （槻野生生物総合研究所

9.20 犬飼資料 1点（犬飼哲夫と道南地域のアイヌ関係者との接点 本学大学文書館

調査（1933年頃））

9.26 考古資料 1点（北海道古代史関係の資料調査） 大日本図書株式会社

10.3 考古資料 1点（埋蔵文化財調査に関する資料調査） 北海道教育庁文化・ スポーツ

課文化財調査グループ

10.12 民族資料6点（複製の参考資料の調査） アイヌ民族博物館

10.20 歴史資料8点（「ニール・ゴードン・マンローの 1930年代 下中記念財団エンサイ クロベ

アイヌ民俗誌映画への取り組み」に掲載） ディア・シネマトグラフィ

カ ・日本アーカイブズ

10.25 歴史資料2点（論文「写真・映画の資料化に伴う諸問題」（国 国立歴史民俗博物館

立歴史民俗博物館研究報告第 168集）にて使用）

11.4 宮部金吾関連資料2点（北海道帝国大学卒業生に関する資料 個人

調査）

12.14 動物資料 115点（魚類剥製標本の調査） 市立函館博物館

1.24～1.26 動物資料 357点（日本産モグラの分類学的研究） 本学大学院環境科学院生物圏

(3回） 科学専攻

2.12 歴史資料1点（四高のきのこのムラージュ第2報（金沢大学資 本学北方生物圏フィーノレド科

料館紀要7号）掲載のため） 学センター植物園

2.15～3.21 動物資料4点（鳥類の視覚に関する研究） 本学獣医学部獣医学科基礎獣

(4回） 医学分野生理学教室

2.23 内村鑑＝関連資料（内村鑑コの研究） 北海道教育大学

2.29 宮部金吾関連資料2点（園立蓋濁博物館編・発行「蓋濁博物 本学大学文書館

季刊」（2012年 3月末刊行）にて使用）

3.1 民族資料4点（著書論文「世界のなかのアイヌ・アートJに 本学アイヌ・先住民研究セン

使用） ター

3.15 動物資料全般（標本収蔵状況の視察および鳥類標本の現状調 Russian Academy of Science 

査）
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3.15 考古資料 19点（モヨロ貝塚および南千島のオホーツク文化 千葉大学文学部史学科

の研究）

3.21 民族資料4点（博士論文「文化伝承とアイヌ衣服論」にて使 北海道立アイヌ総合センター

用）

3.22 民族資料 124点（近世蝦夷地における漆器の流通と使途の研 上越教育大学

究）

3.24 動物資料他2点（宮沢賢治に関する講義で使用） 鹿児島大学総合研究博物館

博物資料貸出実績

展示目的等による博物館収蔵資料貸出は以下の 4件である

貸出期間 貸出資料 利用機関

6.20～9.1 動物資料3点（特別展「鳥の世界」にて展示） 苫小牧市博物館

7.20～10.17 民族資料 15点（企画展「アイヌ教え草」にて展示） 新ひだか町静内郷土館

9.9～11.24 民族資料他 38点（特別企画展「日本とクジラ」にて展示） 福岡市博物館

10.11～12.6 動物資料 1点（企画展「国後・択捉の白いヒグマ」にて展示） 日本大学生物資源科学部

博物館

植物園を利用した論文一覧

本園をフィーノレドとして、また収蔵資料を用いて執筆された論文のうち、本年度中に報告

のあったものは以下の 17件である 。

執筆者 論文 掲載

藤村善安，倉博子，富士田 資料：湿原生植物の葉面積、葉重、葉 北大植物園研究紀要， 11: 21 -

裕子 長の関係 23(2011) 

冬木愛美 札幌市の都市緑地における両生類の 本学農学部，森林科学科平成23年

分布：緑地内外の要因に注目して 度卒業論文

柿下彩夏我妻尚広，岡本 キリンソウ（Siθdumaizoon L. var. 日本緑化工学会誌，

吉弘，入山義久，鈴木玲 Dol'ibundum Nakai）の越冬芽分化に 37(1): 167-170(2012) 

およぼす照明の影響

加藤克，高谷文仁，市川 研究者の遺した写真を用いた標本情 北大植物園研究紀要， 11: 1 -

秀雄 報の収集についてーヒグマ頭骨標本 19(2011) 

を一例に一

加藤ゆき恵 北方系スゲ属植物の分布と生態に関 本学大学院農学院，環境資源学専攻

する研究 平成 23年度博士論文

A斗
Aフ

ω



河原栄，佐久間大輔，加藤 四高のきのこムラージュ第2報皮膚 金沢大学資料館紀要， 7:

克，赤石大輔，古畑徹 ムラージュの祖土肥慶蔵ときのこム 41・52(2012)

ラージュの達人山越長七郎

久保拓士 美唄湿原の埋土種子 本学大学院農学院環境資源学専攻

平成23年度修士論文

松 林順 ヒグマ（Ul'sus al'ctos）によるサケ属魚 本学大学院農学院環境資源学専攻

類利用の時空間的変化 平成23年度修士論文

宮下智弥 北海道の野生キイチゴ属の自生地調 本学農学部，生物資源科学科平成

査およびキイチゴ属の変異拡大に関 23年度卒業論文

する研究

Tomoyuki N amba and Diets of the Eurasian least shrew Mammal Study, 34 : 

Satoshi D. Ohdachi (S01・θ＇Xminutissimus) from various 219-221(2009) 

localities in Hokkaido, Japan 

岡田一男 ニーノレ・ゴードン・マンローの 1930 国立歴史民俗博物館研究報告，

年代アイヌ民俗誌映画への取り組み， 168 : 119-150(2011) 

大舘大皐 東アジアにおけるクロテンの皮衣ー特 アジア遊学， 139:161-177(2011) 

に古代日本の「ふるきのかわぎぬjの

実像をめぐって

大西正道 スベク トルデータベースに蓄積する 平成23年度次世代地球環境衛星

データの実利用化の研究開発 利用基盤技術の研究開発

268-306(2012) 

佐藤矩康 北海道の出土刀を追って 舞草刀研究紀要， 19: 1-3(2010) 

千田俊介 Ac1刀etobactel'calcoaceticus P23株が 本学大学院環境科学院，生物圏科学

生産する新規植物成長促進因子の同 専攻平成 23年度修士論文

i，ムEー－

曽根哲朗 キイチゴ属野生種に由来する交配雑 本学大学院環境科学院生物園科学

種および北海道内各地で栽培したキ 専攻平成23年度修士論文

イチゴ属遺伝資源の特性評価に関す

る研究

内田順子 写真・映画の資料化に伴う諸問題 国立歴史民俗博物館研究報告，

168 : 9’31(2011) 

「
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植物園における授業・研修等利用実績

本園において実施された授業・講義および研修は以下の 16件である。

実施月日 実験・実習内容 指導教員等 対象者

4.20～7.5 生物資源科学実験 東隆行 本学農学部 3年

(5回）

4.26 生物資源科学実験 愛甲哲也 本学農学部生物資源科学科

5.10～5.24 生態学実習 加藤徹 本学理学部生物科学科 3年

(3回）

5.27 植物系統分類学実習 小亀一弘 本学理学部生物科学科 3年

5.31 農業水文学 井上京 本学農学部 3年

6.9～8.4 一般教行演習”北大エコキャンパ 東隆行 本学全学 1年

(3回） スの自然ー植物学入門”

6.28 生態学実習 大原雅 本学理学部生物科学科 3年

7.6 歴史文化論 桑山敬己 本学大学院文学研究科桑山敬己研

究室ゼミ参加者

7.29 一般教育演習”北大エコキャ ンパ 高橋英樹 本学全学 1年

スの自然と歴史”

8.22～9.2 博物館実習 加藤克 苫小牧駒津大学4年

10.11 作物形態学 幸田泰則 本学農学部 2・3年

10.27～1.26 生物資源科学特別実験 東隆行 本学農学部 3・4年

(10回）

1.10～1.20 博物館実習 加藤克 本学文学部4年、本学大学院地球環

境科学院修士 l年

5.21 博物館実習（学内実習） 持田誠 酪農学園大学学芸員課程学生

6.18 農場実習 谷山弘行 酪農学園大学農食環境学類 1年

10.1 放送大学ゼミ 本田俊和 放送大学

円。
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圏内植物開花記録

積算温度は 1月 1日から日平均気温が0。Cを越えた日の気温を積算した値。

開花日および積算温度の平均値は 1987～2011年の 25年間の平均値与

開花日の平均値は積算日数（1月 1日からの日紛をもとに算出した。

＊開花が認められない年があったため 24年間の平均値。＊＊23年間の平均値。

シロパナエンレイソウは個体数減少のため調査を休止した。代わりにオオバナノエンレイソウを調査対象とした。

No. 植物名
開花日（月／日） 積算温度（℃）

2011 平均 早 い 年 ～ 遅 い 年 2011 平均 最低 ～ 最両

1 
マンサク帥

豆amaineh'sjaponica 
2/24 3/7 2/16 ～ 3/24 16.1 19.3 5.9 ～ 34.8 

2 
シナマンサク

豆ainaineh'smolh's 
3/28 3/18 3/8 ～ 4/4 42.5 36.3 16.8 ～ 55.1 

3 
マルパマンサク

Hai刀aineh'sjaponica V但・ obtusata
3/22 3/20 3/7 ～ 4/3 37.8 38.0 13.7 ～ 57.3 

4 
エゾFノリュウキンカ

Caltha palust.i1's v也 bai・也 e1
4/11 4/2 2/20 ～ 4/25 117.4 91.0 11.4 ～ 183.0 

5 
フクジュソウ

Adom・s 1・a111osa 
4/1 3/31 3/17 ～ 4/17 64.0 73.3 23.9 ～ 135.5 

6 
ミズバショウ

Lvsich.ito11 camtschatcense 
4/8 4/4 3/2 ～ 4/26 99.1 99.8 18.7 ～ 182.5 

7 
ザゼンソウ安

Sy111ploca1pus fo抽出制抵 latissimus
4/3 3/1 ～ 4/24 97.1 18.7 ～ 176.9 

8 
カタクリ
E1・世 11・om・m11japom・cum 

4/15 4/12 4/3 ～ 4/24 150.2 138.8 69.3 ～ 193.6 

9 
ナワズ

D弓phnekamtschatica subsp. jezoensis 
4/7 4/10 3/26 ～ 4/24 91.7 128.9 91.4 ～ 186.0 

10 
アズマイチゲ

Anemone raddeana 
4/13 4/12 4/3 ～ 4/28 130.4 143.0 104.9 ～ 217.0 

11 
ノ＼ノレ レ＊

Ulm us japom・ca 
4/15 4/16 4/7 ～ 4/27 150.2 170.7 115.8 ～ 212.9 

12 
キバナノアマナ

Gagealutea 
4/26 4/17 4/3 ～ 5/2 225.5 181.8 122.6 ～ 242.1 

13 
アメリカハナノキ

Acer rubrU111 
4/17 4/17 4/8 ～ 4/30 162.1 182.7 115.8 ～ 217.8 

14 
エンレイソウ

τ1甘IJium旦＇］）etalon
4/25 4/20 4/10 ～ 4/30 215.2 201.1 153.9 ～ 248.6 

15 
カツフ＊

Ce1・cidiphyl11m1 japom・czun 
4/22 4/20 4111 ～ 4/30 190.4 201.0 160.3 ～ 250.3 

16 
キタコブシ＊

Mai伊 oliap1・aecoC1ss1111a刊 11・.bornalis 
4/25 4/22 4/13 ～ 5/6 215.2 229.0 162.5 ～ 307.4 

17 
サンシュユ

Conws ofli.，αnah's 
4/24 4/21 4111 ～ 5/3 207.4 216.1 160.3 ～ 275.7 

18 
コジマエンレイソウ

I’hllium smal]jj 
4/28 4/23 4/10 ～ 5/4 243.8 236.9 142.6 ～ 278.8 

19 / 、クモクレン

Magnoh'a heptapeta 
4/28 4/27 4/18 ～ 5/7 243.8 269.0 195.0 ～ 306.9 

20 シフネアオイ 5/2 4/27 4/18 ～ 5/8 284.0 
Glaucidium palmatum 

273.2 238.7 ～ 323.1 
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No. 植物名 開花日（月／日） 積算温度（℃）

2011 平均早い年～遅い年 2011 平均 最低 ～ 最高

21 リンソワ
Anemonθ.iae,α＇da 4/29 4/27 4/18 ～ 5/6 252.8 269.8 205目6 ～ 306.9

22 チシマザクフ
Pl'lmus mppom・ca v也］王milensis 4/29 4/28 4/20 ～ 5/7 252.8 280.5 238.9 ～ 337.0 

23 オオバナノエンレイソウ
匁illiumkamtsha白！cum 516 ～ 313.1 ～ 

24 エゾヤマザクフ
P1wms sm:gen出 4/29 4/29 4/21 ～ 5/7 252.8 288β254.4 ～ 337.0 

25 モクレン
Magnoh・a quinquepeta 516 512 4122 ～ 5/18 313.1 320β254.4 ～ 387.3 

26 クロフネツツジ
RhododendJ:on schlippenbachii 5116 5110 4130 ～ 5/21 411.3 411.7 370.3 ～ 468.8 

27 アメリカトチノキ
Aesculus glabrn 5120 5112 513 ～ 5/28 463.7 439.0 367.2 ～ 587.9 

28 ハクサンチドリ
01・chis mistata 5126 5117 517 ～ 5/29 535.6 493.8 398.0 ～ 584.9 

29 ハナカイドウ
Malus h必7Jiana 5/20 5/15 5/6 ～ 5/28 463.7 479.9 428.5 ～ 614.7 

30 クマガイソウ
Cyp1ipedimn japom・cum 5125 5117 5113 ～ 5/29 520.5 505.2 413.7 ～ 614.7 

31 ワワミズザクフ
Prnnus grnyana 5/23 5/16 5/6 ～ 5/29 495.6 490.2 428.5 ～ 587.9 

32 サルメンエビネ
Galan the的cmi.nata 6/6 5/20 5/12 ～ 5/31 697.9 552.1 437.2 ～ 621.6 

33 ムフサキハシドイ
Syimga vulgm7's 5/25 5/17 4/30 ～ 5/30 520.5 500.0 405.9 ～ 614.7 

34 シャク
Anth1iscus sylvestn's 5119 5118 516 ～ 5/29 450.0 510.8 450.9 ～ 666.7 

35 ススフン＊
Conv.主llan'akei'skei 618 5/24 5/18 ～ 6/2 736.1 593.1 479.4 ～ 650.4 

36 キンロパイ
Po ten丘Ilafi:uticosa vaJ.'. ngida 618 5131 5120 ～ 6/12 736.1 694. 7 594.5 ～ 809.9 

37 オオハナウド
Herndezun dulce 618 5131 5123 ～ 6/15 736.1 701.1 630.0 ～ 791.2 

38 キングサリ
Labmmun anagyl'oides 618 5131 5124 ～ 6/10 736.1 704.7 611.2 ～ 809.9 

49 ヒマフヤハシドイ
Sy1mga emodi 6111 615 5125 ～ 6/17 791.5 776.8 697.8 ～ 932.4 

40 ハクサンシャクナゲ
Rhododenc白・onbrnchycmpmη 5/31 6/4 5/16 ～ 6/22 611.6 769.6 611.3 ～ 966.7 

41 エゾネギ
Alh'um schoθ'Iloprnsum 6/28 6/26 6/21 ～ 7/8 1086.0 1142.1 1024.4 ～ 1343.2 

42 ナッツバキ安
Stewm・tia pseud，σC丘melh'a 7/5 7/5 6/28 ～ 7/13 1233.4 1309.7 1184.7 ～ 1515.9 

43 オオウパユリ
Cm泊。αi.numcordatum va1.・. glehnii 7110 719 715 ～ 7/18 1347.4 1377.7 1307.9 ～ 1519.5 

44 オクトリカブγ
Acom'tum japom・cwn 8115 8117 818 ～ 9/10 2178.8 2204.0 1413.0 ～ 2715.4 

45 アメリカマンサク安
Hm11amelis virginiana 10113 1016 9127 ～ 10/14 3269.6 3175.2 2957.5 ～ 3430.2 

。。
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気象記録

( 1）外気温（2011年 1月から12月までの月ごとの平均値を示した。計測地点：温室中庭）

（℃） 

35.0 

30.0 

25.0 

20.0 

15.0 

10.0 

5.0 

0.0 

・5.0

・10.0 

1 2 3 4 。

ーーー＋ー最高

ート平均

一←最低

6 7 8 9 

年間平均気温 9.5°C 

年間最高気温 36.3°C 

（記録日 8月 11日）

年間最低気温ー10.0。C

（記録日 1月28日）

10 11 12 （月）

(2）積雪深（2011年 11月から2012年 4月までの毎日の値を示した。計測地点：北ローン）

(cm) 

100 

11月 17日

根雪初日 11月 30日

終日 4月 12日

t" h 吋l’I 'C.／ド ｜；最高積雪深 80cm 

（記録日 2012年 2月24日）

.) I に八｜
40 

20 

0 

10/17 11/7 11/28 12/19 1/9 1/30 2/20 3/13 4/3 （月日）
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種子交換事業データ

2011年度に実施した種子交換事業の結果をデータとして以下にまとめる 。

(1）国別集計表

国名 鳴長官
受注 発送

機関数 延べ種類数 機関数 延べ種類数

Austria 5 2 9 2 9 
Belgium 9 2 9 2 9 
Canada 3 。
China 2 。
Czech 10 1 10 1 9 
Denmark 2 。
Estonia 2 2 8 2 7 
Finland 2 1 5 1 4 
France 17 5 30 5 28 
Germany 34 15 62 15 62 
Holland 5 2 18 2 18 
Hong Kong 1 。
Hungary 7 2 21 2 19 
Iceland 2 2 11 2 11 

Indonesia 1 。
Iran 1 。
Ireland 1 。
Israel 1 。
Italy 10 。
Japan 5 2 7 2 7 
Korea 4 1 21 1 20 
Latvia 2 1 5 1 5 
Lithuania 2 1 3 1 3 
Monaco 2 。
Norway 6 1 5 1 5 
Poland 9 4 39 4 38 
Portugal 7 。
Rumania 6 2 12 2 11 

Russia 5 3 28 3 26 
Slovakia 3 2 29 2 27 
Spain 15 1 1 1 1 
Sweden 3 2 2 2 2 
Switzerland 9 1 14 1 13 
Turkmenistan 1 。
u. K. 3 1 3 1 3 
U.S. A. 6 。
Ukraine 2 2 11 2 11 

延べ数 205 58 363 58 348 
国数 37ヶ国 24ヶ国 24ヶ国

nu 
つJ



(2）種子の種類別集計表（数字は機関の数を示す）

~ 発
発送国名

No. 科名 学名／和名 注 送
（括弧内は機関数、無記載は1イギ）

数 数

1 
Taxus cusp1data 

4 4 Belgium, HW1gary, Korea, Slovakia 
Taxaceae イチイ

2 
イチイ科 τaxus cuspidata form. lw飴obacca旬

9 9 
Belgium, Estonia, Germany, HW1gaiy, 

キミノオンコ Korea, Latvia, Rumania, Russia, Slovakia 

Betula apoiensis 
Belgi山 n,France(2), Germany, Holland, 

3 
Betulaceae アポイカンパ

14 14 HW1gaiy, Korea, Poland, Rumania, Russia, 

一カバノキ科
Slovakia, Switzerland, Ulu租na(2)

4 
Betula e1manii 

6 6 
Belgium, Holland, HW1gaiy, Korea, 

ダケカンパ Slovakia, Switzerland 

5 
Campanulaceae Adenopho1'El 包•1phyDav抵 japomca

5 5 Fi加 ce,Germany(2), Poland, Russia 
キキョウ科 ツリガネニンジン

6 
Caiyophyllaceae Dianthus supe1vusvai・. speciosus 

1 1 Ukr氾na
ナデシコ科 タカネナラ；、シコ

7 
Amica unalascensis 

11 11 
日加ce,Germany(2), Holland, HW1gaiy(2), 

エゾウサギギク Iceland, Korea, Poland, Russia, Ulu・aina 

8 
As.胎rs回•bel'

5 5 Fi・組問， Norway,Poland(2), Rumania 
シラヤマギク

9 
Cacah"a hastatev抵 onentahs

4 4 Austria, Fi・ance, Germany, Russia 
ヨブスマソウ

α'-l'Sium ohgophyDum 
10 Compositae subsp. Aomomnse 。。

キク科 オオノアザミ

Eupa句111・umchinense 
Fi・ance,Germany, Holland, Poland(2), 

11 可也.oppositifbh"um 6 6 
ヒヨドリパナ

Russia 

一
12 

Saussw・ea nedeiiv抵 yezoenSJs
8 8 

Fi・ance(3),GermanぁJapan,Norway, 

ナガパキタアザミ Poland(2) 
一
13 

Sohdago vfrgaw・eav抵 aSJatI.；岱
2 2 Fi・組 問 ， Switzerland

アキノキリンソウ

Daphniphyllaceae DaphmphyDum maα甲odwη
Austria, Belgi山 n,Finland, Fi・ance, 

14 
ユズリハ科 エゾユズリハ

15 15 Germany(3), Iceland, Korea, Lithuania, 

Norway, Poland(2), Slovakia. Switzerland 

15 
Elaeagnaceae Elaeagnus umbeData 

4 4 Germany(2), Switzerland, Uluaina 
グミ科 アキグミ

16 
Vaccini凶njaponici凶

10 10 
Belgi山 n,Czech, Fi・ance(2), GermanぁKorea,

アクシパ Russia(2), Slovakia. Ulu・aina 
ト一一一一一一一Encaceae 

ツツシ不ヰ 陥cαr1iumoil必m加 ．
Belgium, C田ch,Fi・an白 ，Germany, Iceland, 

17 
ナツハゼ

11 11 Korea, Russia(2), Slovakia. Switzerland, 

Uluaina 

18 
Glaucidiaceae Glaucidium pahnatum 

12 12 
Austria, Germany(5), Poland(3), Slovakia, 

シラネアオイ科 シラネアオイ Switzerland, U.K 

19 
Hamamelidaceae Hamamehs;apom白 vai:obtusa臼

12 5 
Austria, Fi・ance, Germany, Holland, 

マンサク科 マノレバマンサク Lithuania 

20 
Labiatae Drnco岱phal.田nargunense 

5 5 
Germany, Holland, Poland, Sweden, 

シソ科 ムシャリ ンドウ Ulcraina 
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戸コζエ発
発送国名

No. 科名 学名／和名 注 送
（括弧内は機関数、無記載は1伸

数 数

21 
Hedysmwn vicio1des 

6 6 
Iceland, Korea, Poland(2), Rumania, 

イワオウギ illli'aina 

Fl・ance,Germany(2), Holland, Iceland, 
22 

Lathyrns japonicus 
6 6 

Leguminosae ハマエンドウ Kor’ea 

23 
マメ科 O.xi凶pismegalantha 

7 7 
Germany(2), Korea, Poland(2), R山 nania,

レブンソウ Slovakia 

24 
官wnnopsislupino1des 

6 6 
Fl・an四，Germany,Holland, Korea, Slovakia, 

センダイハギ Sweden 

Magnoliaceae Magnoha sieboldii 
Germany(2), Hungary, Korea, Latvia, 

25 
モクレン科 オオパヤマレンゲ

10 10 Norway, Poland, Rumania, Slovakia, 

Switzerland 

26 
αmicifuga simplex 

7 7 
R加 ce,Germany(2), Iceland, Japan, Korea, 

サラシナショウマ Poland 

一 Est:onia(2), Fl・ance,Germany(3), Holland, 
Tmllius pulchθ1・

27 Ranunculaceae 
ボタンキンパイ

17 17 Hungary, Iceland, Japan, Korea, Latvia, 
キンポウゲ科 Poland, Russia, S1ovakia(2), Uhaina 

一 Czech, Est:onia, Fl・ance, Germany(2), 
I’}v血＇USl'Jeden/lllllS可也.;aponicus 

28 13 13 Holland, Hungary, Korea, La加ia,Poland, 
シナノキンパイ

Russia, S1ovakia(2) 

29 
Agii.moma;apomca 

1 1 Fl・ance
キンミズヒキ

ト一一一一一一一

30 
Filipendula kmntschatz；位

6 5 Czech, Est:onia, Fl・ance, Germany, Poland 
オニシモツケ

一 Austria, Germany(2), Iceland, Japan, 
31 

Geum pen tape旬I田n
8 8 

チングルマ Poland, S1ovakia(2) 

32 
Ke121a ;apomca 

3 3 Iceland, Poland, Russia 
Rosaceae ヤマブキ

33 
パラ科 Pow・出uaea羽rJJosav抵 .laevis 

3 3 Finland, Slovakia, Switzerland 
カマツカ

34 
RhodOi匂passcandens 

2 2 Japan, illa:aina 
シロヤマブキ

35 
Rosa aciculmis 

3 3 Holland, Slovakia, Spain 
オオタカネイバラ

36 
Spiraea be凶i鋭 a

2 2 Hungary, Slovakia 
マノレノ《シモツケ

Saxi企agaceae
Hych百 1geaemacmphylla 

Austria, Germany, Latvia, Lithuania, 
37 可也 mega，伺 'lpa 12 5 

ユキノシタ科
エゾアジサイ

Run1ania 

38 
田町ophulaiiaceae Sα1vphulm1a kakudensis 

5 5 Austria, France(2), Holland, Poland 
ゴマノハグオ河ヰ オオヒナノウスツボ

39 
Styracaceae Ptems/yl'aX hispidus 

1 1 Slovakia 
エゴノキ科 オオパアサガラ

40 
Ang eh白山'Sina

10 10 
Czech, Est:onia, Germany(3), Holland, 

エゾニュウ Hungary, Norway, Poland(2) 

41 
陶iaceae Antlniscus智1ves出s

1 1 Rumania 
セリ科 シャク

42 
Heradeum duil白

4 4 Holland, Hungary, Poland(2) 
オオハナウド
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No. 

43 

44 
トーーーーーー一

45 

一
46 

47 

一
48 

一
49 

ト一一一一一一一

50 

一
51 

一
52 

トーーーーーーー

53 

'.!5ι 1. 発
発送国名

科名 学名／和名 注 送
（括弧内は機関数、無記載は1件）

数 数

Valerianaceae Pa白古刀・aviDosa 
4 4 Estonia, Germany, Iceland, Rumania 

オミナエシ科 オトコエシ

h1sensatav砥 span恒nea
10 10 

Austria, Belgium, Czech, Ge1many, Holland, 
ノハナショ ウブ Hungar：抗Russia,Slovalcia, Switzerland, U. K 

Iridaceae 
his sanguinea 

5 5 Hungary; Rumania, Russia(2), Slovalci.a 
アヤメ

アヤメ科

h1ss1色白鼠
Austria, Belgium, Czech, Finland, Fran田，

ヒオウギアヤメ
13 13 Ge1many(2), Holland, Hungary; Russia, 

Slovalci.a, Swi回 rland,U. K 
A出国nvie，旬'11WS可泣：pla匂phyD，回目

3 3 Japan, Russia, Sloval国
ギョウジャニンニク

Cm也＇OCl＇.羽田ncordatwnv抵 glehnii
7 7 

Germany(3), HungaiヨPoland,Russia, 
オオウパユリ Slovalcia 

Fran田，Ge1many(3),Hungary; Jap加，仁--:OnvaDm1akei.虫色
10 10 

ススラン Poland(2), R田sia,Slovalcia 

Czech, Ge1many(2), Holland, Hungaiy; Korea, 
Liliaceae 

Heme1vcaJJis湿foasphodeJ；国可抵一yezoe由主
10 10 

ユリ科
エゾキスゲ Poland, Russia(2），品川tzerland

Czech, Finland, Fi・m田，Ge1many(4),Holland, 
IHememca.盗r,smiddendo1，血~·var. 箇iculeniぬ

ゼンテイカ
14 14 Hungaiy; I田，land,Korea, Poland, Russia, 

Switzerland 

Hosi旬 reci垣島1/ia
5 5 Ge1many; Korea, Poland, Rumania, Ru回国

タチギボワシ

Hosta siebolchana 
5 5 Germany; Korea, Poland, Russia(2) 

オオパギボウシ

以上の表から、特に注文件数の多かった種類としては次のものが挙げられる。

ボタンキンパイ 17件

エ ゾユズ リハ 15件

アポイカンパ 14件

ゼンテイカ 14件

また、 品切れに より送付 できなかった種類および件 数は合計 3種 目 件で、特に不足

した種類は次の通りである 。今後は種子の採集量に配慮、が必要である 。

エゾアジサイ 7件

マルパマンサク 7件

オニ シモツケ 1件
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導入植物一覧

2011年 4月 より 2012年 3月の聞に採集および寄贈 により本園が導入した植物は 99点、

46科 66属である。うち 5点 は科が、 3点は属が不 明の種である。

科名 学名 平日名

アオイ
Abelmoscbus moschatus sso. Tuberosus アカパナワタ

Abu丘Ionx bybridum 'Savitzi1’ アプチロン

アオキ、リ 1'heobroma cacao カカオ

アカテツ
Manilkara zapota サボジラ

Svnseoalum dulcincum ミラクルフルーツ

アカネ Cinchona succ11・ubra アカキナノキ

アブラナ D1・aba japoni'ca ナンブイヌナズナ

アヤメ Cmc田 ba11aticusva1・. concolor 

イイギリ Flacourtia inermis オオミイヌカンコ

ウラボシ Pvn"osia so. ヒトツパ属

ウルシ M四 1;iJ'eraindica マンゴー

ウノレップソウ La1;otis takedana ユウバリソウ

オオホザキアヤメ Costus soeciosus オオホザキアヤメ

オクナ Ocbna kfrkii ミッキーマウスツ リー

オシロイパナ Mira凶'isialaoa オシロイバナ

キク Picds hieracioides subsp. kamtscba白ca カンチコウゾリナ

キツネノマゴ
Baden'a revens ノ〈／レレリア レペンス

Ruellia nudiJJ01・2

Allamanda ca tbar白•ca

キョウチクトウ
Plume1・ia obれzsa プルメ リア

Tabeniae1nontana dival'Jcata 'Flore Pleno’ ヤエサンユウカ

ITT'i1;b tia reb宮iosa スイメイ

キワタ Bombaxceiba キワタ

キンポウゲ Calliantbemu111111iyabeanu111 ヒダカソウ

クズウコン Thalia dealbata ミズカンナ

クスノキ Cinnamo111 u111 venzm セイロンニッケイ

Ca/Jicarpa oshimensis var. friomotensis イリオモテムラサキ

クマツヅラ
αerodendrum 111ac1・osivbon クレロデンドルム マクロシフォン

G111elina obiliooensis キパナヨウラク

Tectona 1;1・andis チーク

コショウ Peveromia pellucida ウスパスナコショウ

Die-itah's lanata ケジギタリス

ゴ、マノハグサ 陥•1·onica scbmidtiana subso. sen且11ensisvar. vezoaloina エゾミヤマクワガタ

Vemmca stelleri vむ .lon1;istvla エゾヒメクワガタ

サガリパナ Ban・1n1;tonia racemosa サガリバナ

サクラソウ Pdm ula vuvarensis ユウパリコザクラ

シクンシ
Combretum ervtbrooby/h凶 アフリカアカシクンシ

Q1u'saualis indica インドシクンシ

シナノキ M1m白 e-iaca/abm・a ナンヨウザクラ

スイレン Vzc tori a cnz zian a パラグアイオニパス

A
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スミレ Viola yuba1・iana 

タヌキモ Pin!fuicula vul!fai・isvar. maα・＇OC臼・as

Rhododendron ai・boretz凶

ツツジ
RhododendJ.・on dilatatwn var. dee四 dn1111

RhododendJ.・on dilatatum var. satsumense 

Rhododendron 1・eticulat11m 

トウダイグサ Ja位・ovhainte!ferima 

ナデシコ Al・enal'ia ai・ctica var. ai・ctica 

ノウゼンカズラ lu!feh・a oinnata 

f-Jymenocallis sveciosa 

ヒガンバナ Leucojum autumnale 

Ste1・nbe1'f{ia lutea 

フタパガキ
Diotemca1・vus alatus 

Hoρea odol'ata 

フトモモ Syzy1;ium buxlfoh・um 

ブナ Quel'cus subel' 

ベンケイソウ 01'ostachys malacophylla var. boehmel'i 

Caesalvinia vulche1Tima 

Cassia fis白,la

Cassia so. 

Cl11旬1・iaternali邑呂

マメ La!fel's白・・oemiasveciosa 

Samanea saman 

米同定

米同定

未同定

ミカン MmTava vaniculata 

モクセイ Jasminum sambac 

ヤシ Bo1・・assusDabellifer 

Salix hel'bacea 

Salix reticulata 

ヤナギ
Salix 1叫 usa

Salix se1pyllifolia 

Salix silesiacEJ 

Salixsp. 

Bovkinia lvcoctonlfolia 

ユキノシタ Saxi企al[a1 acinia ta 

Tiarella‘Or巴gonTrail' 

ユリ Polvxena enslfolia 

2011年度以前に導入された植物を追加する。

キョウチクトウ

キンポウグ

ミツガシワ

A且usoniaelliptica 

CaJJianthemtllll hondoens，号

Nephwphylh'dium c1・ista・galli su1、司.Japonicum 

35 -

シソパキスミレ

ムシトリスミレ

トサノミ ツバツツジ

ハヤ トミツバツツジ

コノ〈ノミツバツツジ

テイキンザク ラ

エゾタカネツメクサ

ソーセージノキ

ササガニユリ

アデク

コノレクガシ

コモチレンゲ

オウゴチョワ

ナンパンサイカチ

チョウ7 メ

オオバナサルスベリ

アメリカネム

ゲッキツ

マツリカ

オウギヤシ

ヤナギ属

アラシグサ

クモマユキノシタ

ティア レア‘オレゴントレイノレ’

チョウジソウ

キタダケソワ

イワイチョウ



新規登録標本数

植物園部門では新収蔵庫への標本の移転・整理のため標本の新規登録は行わなかった。

博物部門において新規登録した標本点数は 13点である 。 内容として、本学研究林で採

集され博物館実習等で作成した小型晴乳類の標本や市内で収集された鳥類等の動物標本で

ある。

刊行物一覧

－北大植物園技術報告・年次報告 第 9号

・北大植物園研究紀要 第 11号

北大櫛物園研究紀要掲載論文は、北海道大学学術成果コレクション HUSCAP 

(URL : http: //ep rin ts .lib. h oku dai. ac .jp I dsp ace/h an dle/2 115/3 2 79 0 ／）で公開している 0

．植物園だより

2011 水辺で見られる植物たち E

1ザゼンソウ

2.カサスゲ

3.ミツガシワ

4.ミゾソノ〈

5.ヤチダモ

6オノエヤナギ

植物園だよりは URL: http・：／／www.hokudai.ac.jp/fsc/bg/pdf/letter 20 11. p dfで公開している 。

受贈 ・購入図書冊数総計

・受贈図書冊数（2010年度受入の追加分 47冊を含む）

342冊（うち植物園図書室 157冊、博物館図書室 185冊）

．購入図書冊数

60冊（うち植物閏図書室 41冊、博物館図書室 19冊）

職員業績一覧

学術論文

藤村善安，倉博子，冨土田裕子：資料・湿原生植物の葉面積、葉重、葉長の関係，北大植物園研究紀要， 11:

21-23 (2011) 

円

oqu 



加藤克高谷文仁，市川秀雄：研究者の遺した写真を用いた標本情報の収集についてーヒグマ頭骨標本

を一例に －＇北大植物園研究紀要， 11:1-19 (2011) 

Horiuchi, K, Y Adachi, N. Kasai, M. Yamagishi and K. Masuda: Identification of homozygous male 

plants by quantitative analysis of a nucleotide sequence linked to the sex determination locus in 

A甲 aragusoffi'c1刀ahsL., Journal of the Japanese Society for・HorticulturalScience, so: 308-313 
(2010) 

総説，解説，評論等

東隆行：フィールドの観察から論文を書く方法観察事例の報告から研究論文まで一， 日本植物分類学会

ニュースレター， （40):19 (2011) 

著書

富士田裕子，高田和員JJ，高橋康夫，堀端純平，藤村義安・ 4.1氾濫原植生の特徴， 83-96（中村 太士編：

「）I ［の蛇行復元水利・物質循環・生態系からの評価し技報堂出版，東京）(2011) 

その他の業績

加藤克，高谷文仁市川秀雄：研究者の遣した写真を用いた標本情報の収集について

ーヒグマ頭骨標本を 一例 に , 21 36（加藤克編：大学博物館所蔵古写真の現代的意

義に関する研究， 北海道大学北方生物圏フィーノレド科学センター植物園）（2012)

永谷工・日本植物園協会研究発表会 ポスター発表「レブンアツモリソウ人工培養株の生育と開花し名古

屋，（2011)

国際的，全国的規模のシンポジウム

富士田裕子：サロベツ湿原における湿原生態的解明研究の成果と自然再生，第 58回日本生態学会大会シ

ンポジウム「湖沼と湿地の自然再生生態学が果たす役割と他分野との協働J，第 58回日本生態学会大

会3 札幌市，（2011)

シンポジウムのオーガナイザー

富士田裕子：第 58回日本生態学会大会自 由集会「エゾシカの自然植生に及ぼす影響把握と保護管理施策

への取り組みし第 58回日本生態学会大会p 札幌市，（2011)

その他の特記事項

冨土田裕子・第 58回日本生態学会大会自由集会「群落談話会『地理的にみた植生へのシカ影響』 jパネ

リスト，第 58回日本生態学会大会，札幌市，（2011)

永谷工： 日本植物園協会 「坂寄奨励賞j 受賞，名古屋，（2011)

外部資金（競争的資金）の受入

市川秀雄：科学研究費補助金（奨励研究），開拓史が残した魚類標本と現存資料の収集お

よびその照合， 400，代表者（2011)
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入園者統計

( 1 ）夏期開園期間（4月29日～11月3日）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 総計（人）

開園日数 2 26 26 27 26 26 27 3 163 

高生
大人 486 5,663 7,229 5,887 5,345 4,944 3 937 568 34,059 

小人 17 423 385 467 657 264 182 28 2,423 

回数 券
大人 84 361 698 444 186 270 282 48 2,373 

小人 。114 48 54 18 18 24 。 276 

団 体
大人 。316 236 88 30 309 89 。 1,068 

小人 。 。 。 33 。 。 24 。 57 

札 幌まち 大人 。 24 33 28 23 29 19 7 163 
めぐりパス 小人 。 1 。 。 。 。 。 。 1 

北大カード 14 82 99 69 68 61 69 17 479 

無料入園
大人 。893 。 。 。 。 。 。 893 

幼児 24 687 338 156 208 105 206 27 1,751 

優待券
パス 。 14 16 15 9 11 5 3 73 

1回券 1 20 24 12 17 10 17 3 104 

教職員 18 83 73 47 40 22 42 15 340 

北大生 49 249 221 238 192 181 143 46 1,319 

月別大人計 652 7,708 8,629 6.828 5 910 5,837 4,601 707 40 871 

月別小人計 41 1 225 771 710 883 387 436 55 4,508 

月別 総 計 693 8 932 9 400 7,538 6,793 6,224 5,037 762 45,379 

大人．高校生以上 小人：小・中学生 幼児 ：小学生未満

札幌まちめぐ りパス 「札幌ま ちめぐりパス 2010実行 委員会 」が発行し た ポイ ン ト制回数券を 利

用し た入園者

( 2）無料開園日

｜ ｜大人｜

｜ι月 4日みどりの日｜ 8931 

大k：高松生以上 小人 ・小・中学生

小人｜合計（人）｜

361 9291 

( 3 ）冬期開館期間（4月1日～28日、 11月4日～3月31日）温室のみ開館

一一一一一一一 4月 11月 12月 1月 2月 3月 総計（人）

開園日 数 24 22 22 22 24 26 140 

有料入館 298 561 253 298 547 591 2,548 

北大カ ー ド 1 7 。 5 4 3 20 

無料入館 12 25 4 14 38 23 116 

優待券
ノ＼。 ス 。。 。 。。。 。
1回券 。 。 2 4 。。 6 

月別合計 311 593 259 321 589 617 2,690 

有料入館 ：小学制 上

38 

総入園者数 48,069人



年間行事

4月 29日 開園日（～ 11月 3日）

5月 4日 「みどりの日」植物園無料開放

7月 28日 葉っぱで作る植物図鑑

～29日

11月 4日 冬期温室公開（～4月 28日）

11月 18日 防火訓練

3月 4日 冬の植物園ウォッチング・ツアー

～5日

人事異動

4月 1日加藤ゆき恵、採 用

2月 29日加藤ゆき恵、辞職

3月 31日 浅海英則、任期満了

職員研修言E録

3月 6日 北海道大学北方生物圏フィーノレド科学センター技術職員研修

～8日参加職員 市川秀雄、稲川博紀、永谷工、持回大、高谷文仁

Q
u
 

qu 





園長（併）
教授

職員名簿

主
円、v，1

富士田裕子

東隆行

加藤克
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増田

研究部
准教授

助教
助教
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林忠一
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技術専門職 員

技術専門職 員
技術専門職 員

技術職員

明
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柄j畢

浅海

事務部

係長
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